
• 現状の組合に対して今後の展望のアドバイスを頂き

ました。

• セミナーの内容は以前聞いたもので復習になってよ

かった。QAで自分の組合の課題について相談でき

たのが良かった。

• 組合活動の中で、調査研究の内容を活用した動き方

について、あらためて考えるきっかけになった。

• 初めて参加したのでセミナー冒頭は少し難しいと感

じた。

～開催結果のご報告～

２入門セミナー
●開催日：2024年5月15日（水）

●会 場：Web開催

●講 師：（公社）国際経済労働研究所

専務理事 兼 統括研究員 八木隆一郎

SRC研修コース 

１．今回のセミナーへの期待は
大きかったですか？

２．ＯＮ･Ｉ･ＯＮ２の内容に
興味や関心をもたれましたか？

３．講師の話はわかりやすかった
ですか？

■アンケート集計

４．セミナー全体として
   満足されましたか？
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■感想コメント（気づき・ご意見など）

• 運動・組合関与に共有してもらう為のアクション、

現実を作り出すことに気づけた。

• エンゲージメント・サーベイを例に挙げた説明や焼

き肉を例に挙げた説明など、例があるのでよりクリ

アに理解が進んだ。

• 現在の組合の立ち位置、過去とのギャップ要因を

理解することができた。

•労働調査の過去の経緯から、結果の活用方法など

多岐にわたる講義を聞けて良かった。

•労働組合の成り立ちから説明いただくのは現状を

理解するのに分かり易いと感じました。

• 抽象的な調査の結果は具体的に理解するためのヒア

リングの材料にして組合として活動し、組合関与を

上げるのが有効的であるという点が理解できた。

• 偏差値が低い職場へのアプローチの仕方や、地道な活

動が大事だということは意識したいと思う。

この度は「ＯＮ・Ｉ・ＯＮ２入門セミナー」にご参加いただき、誠にありがとうございました。

セミナー終了後、参加者の皆様にご回答いただいたアンケートをまとめましたので、開催結果としてご報告いたします。

（出席者数：15名  回答者数：13名）

他にも多くのご意見をいただきました。
ありがとうございました。

【事務局より】
今回のセミナーは、8組織15名の方にご参加いただきました。
次回21日の「調査活用セミナー」では、意識調査をどのように
活用していくか、調査の設計、実査から結果の読み取り、アク
ションのアイデア まで、一連の調査活動のコツをグループワー
クを交えながら学びます。今度は他労組との話し合いもあります
のでぜひお互いの発想に刺激を受けていただけると幸いです。

残席あります！(大阪会場）

6/6（木） ON・I・ON2入門セミナー

https://www.secure-cloud.jp/sf/business/1639728184YtSRGGFT申込フォーム

申込QRコード →

当日の様子

※「どちらともいえない」「（やや）そう思わない」は０％でした
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